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三上小学校 校庭内 

にある土川平兵衛像 

   と 

三上山 山中にある 

姥ケ懐 

写っているのは 

クラスメイト 

 

 

 『 支 部 長 就 任 挨 拶 』 

 

３７期 地文 村 上 多 津 美 

 

 40 年ほど京都で暮らしていた私には、近江は田舎（逢坂関

を越えた辺境の地）と云う認識しかなかった。しかも、移り

棲んだのは忍者の里（かくれ里）甲賀である。その認識が一

変したのはレイカディア大学での 2 年間であった。「彦根学」

では元城下町鳥居本から大手道を登った『佐和山城跡』、井

伊直弼が若き日々を過ごした『埋木舎』、朝鮮通信使の通っ

た近江八幡の『朝鮮人街道』。 

次に旅行作家の先生と行った『長命寺と沖島』、『自衛隊大

津駐屯地』、湖族が治めていた『堅田の町と浮御堂』。 

さらに、厠の事まで学問とする民俗学の先生と行った『滋

賀大学経済学部附属史料館』『伊吹山文化資料館』、どれも近

江の歴史と文化を再認識させるものであった。 

そして滋賀県愛に目覚めた訳である。 

また、レイ大の卒業論文ともいえる「課題学習」ではクラスメイト 9 人で『近江天保一

揆（天保義民）』に取り組んだ。レイ大生の力はすごい、天保一揆の研究者を探しだし講

義を受け、小学校の校庭にある土川平兵衛の像を拝見する交渉をし、市野茂三郎が隠れた

三上山の『姥ケ懐』の場所も調べ皆で三上山に登った。 

大変楽しかった。皆で力を合わせ、事を成し遂げる喜びを感じたのである。 

 

レイカディア大学が地域に貢献できる人材育成を目指していることも知らず、入学し

た私ですが卒業以来、地域のふれあいサロンでレイ大で学んだ『紙芝居』上演を続けて 7

年目になります。「レイカディア大学同窓会」に入会したのはレイ大で学んだ時の感動を

更に味わいたいと思ったからです。理事になってからは 3 年目になります。 

そして、令和 5 年度レイカディア大学同窓会 甲賀・湖南支部の支部長と云う大役を仰せ

つかりました。楽しいと感じることは人それぞれですが、出来るだけ多くの会員が楽しい

と思える『同窓会』になるように願っています。微力な支部長にご指導ご鞭撻のほどよろ

しくお願い申し上げます。（令和 5 年 5 月 6 日 記） 
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大池寺の睡蓮 

 

『 支 部 長 退 任 挨 拶 』 
 

３３期 陶芸 林 弘 實  

 

退任の挨拶にあたり皆様にお礼とお詫びを申し上げます。 

同窓会支部長の任を受けた昨年の４月に、背骨の圧迫骨折 

で約４カ月の入院治療をせざるを得なくなりました。新任 

の理事、特に役員三役の方々には大変なご迷惑をおかけい 

たしました。復帰後業務に励みましたが、今年の２月に 

同じ様に背骨の骨折により入院治療となり、又しても皆様 

にご迷惑をかけてしまいました。 滞りなく行事を進めて 

いただいた役員の皆様に感謝しているところです。本当に 

有難うございました。 

この経験から痛切に感じた事は、高齢になると若い頃には思いもよらなかった事が起

こってしまうことに気付いた事です。同窓会会員の皆様も気を付けて活動して下さい。 

皆様の活躍を祈っております。 
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一
、
互
い
に
助
け
合
い
、
高
齢
者
社
会
を
生
き
る
資
質
と 

実
践
力
を
高
め
よ
う
。 

 

一
、
心
身
の
健
康
を
保
っ
て
、
社
会
活
動
に
積
極
的
に 

参
加
し
、
高
齢
社
会
の
支
柱
と
な
っ
て
働
こ
う
。 

 

一
、
古
き
良
き
も
の
を
伝
承
し
、
新
し
き
を
生
み
出
し
て
、

郷
土
社
会
の
健
全
な
発
展
に
尽
く
そ
う
。 

 

一
、
会
員
の
研
修
及
び
母
校
の
発
展
に
寄
与
す
る
活
動
を

積
極
的
、
持
続
的
に
推
進
し
よ
う
。 

 
一
、
社
会
の
発
展
に
即
応
す
る
高
齢
者
像
の
具
現
の
た
め
に

励
み
あ
い
、
提
携
し
合
う
和
を
内
外
に
広
め
よ
う
。 

 
平
成
六
年
七
月
十
一
日
改
定 

滋
賀
県
レ
イ
カ
デ
ィ
ア
大
学
同
窓
会 

 

 

 

― 令和５年度長寿（米寿）慶祝者の皆様 (敬称略) ― 
 

 

２１期  生 活 学 科   大 西 幸   （石部） 

２３期  生 活 学 科   白 川 一 枝  (石部） 

 

 

 

滋賀県レイカディア大学同窓会憲章 
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―「 感 謝 」米 寿 に 寄 せ て ― 
 

２１期 生活 大 西 幸 

 

滋賀県レイカデイア大学同窓会より、八十八の祝辞と 

記念品を賜り、厚く御礼申し上げます。 

家から草津校へは、バイクで通い四十分程かかりまし 

たが、多くの師や友にお世話になり、第二の故郷とも 

感じています。 

いろいろな喜びもありましたが、とりわけ手作り紙芝 

居の仲間に加わり、作品の先生、絵の先生にご指導を受 

け出来上がった作品は、バイクや車に乗せて実演に走り 

ました。 

日野町の山辺、老人ホーム、白寿荘の訪問、草津市周辺の幼稚園、小学校など、毎年

のように国宝のお寺、長寿寺の花祭りに参加させていただき子供と大人が一つになり、 

レイカデイア同窓会の名を確実にさせていただきました。 
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―「 米 寿 を 迎 え て 」― 
 

２３期 生活 白 川 一 枝 

 

先日は、米寿のお祝いをいただき、有難うございました。  

卒業の時にアンケートで「何才まで生きたいですか」 

との質問に、８５歳までと回答したことがありましたが、    

現在は、８５歳を過ぎています。 

何とかボケないように、また迷惑をかけないようにと  

心がけています。 

７８歳の時に、三味線を始めたのですが、両手を使う 

ので良いかなと思い、細々と続けています。  

これからも目標を持って、明日へ続けたいと思っています。 

友達や皆様の力に頼りながら、頑張ります。          

改めて、ありがとうございました。健康管理にも気を配り、 

いつまでも健康でやりたいことに挑戦できるようにしたいと思います。 

 

 令和５年５月２０日 
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－ 令和５年度 支部定期総会報告 － 
 

３７期 地文 村 上 多 津 美 

 

 R５．4月 14 日（金）、令和 5 年度 レイカディア大学同窓会 甲賀・湖南支部 定期総会

が甲賀市まちづくり活動センター「まる～む」２F 多目的ホールで開催されました。 

司会進行は今年度理事を退任される米田幸子さん、議長は令和 5 年度 副支部長に就任さ

れる渡辺新治理事にお願いしました。お二人ともイベントの催行能力に定評のある方で、

その司会、議事進行は称賛にあたいするものでした。 

今回の定期総会は新しい試みが幾つかあ

った。先ず会場を「まる～む」にしたこと。 

会計担当の市井眞一副支部長の計らいで

お弁当を出したこと。 

また、特別講演を林支部長の「令和 4 年度

は研修旅行も新入会員歓迎会も出来なかっ

たので、特別講演は会員皆が楽しめるもの

にしたい。」という強い希望でプロの落語家

「てんご堂我楽」師をお迎え出来たことな

どです。 

 「まる～む」には舞台がなく、落語の高座をどうするかという問題があったが、吉治孝

和理事の手配した長椅子と米田幸子さんの家の炬燵と畳で写真の通り立派な高座が設営

されました。勿論、女性陣による「お花」も高座を盛り立てていました。 

 総会は物故者への黙禱・レイカディア賛歌斉唱に続き、本年度米寿を迎えられる白川一

枝様と大西幸様の慶祝が行われました。（ご両人共に出席が叶わず高山雅史理事が代理受

領。支部規則では「第 13 条 会員が数え年の米寿及び白寿を迎えた時は、本部総会にお

いて祝詞を添えて記念品を贈る。」となっており、本来本部総会の事業ですが本部総会に

出席できない時は支部総会で慶祝が実施されます。） 

さて、第一部の議事の方だが、1 号議案 令和 4 年度事業報告で信楽の会員が全員退会し

たことについて質問があったが、1 号から 6 号迄、全ての議案が可決されました。 

執行部としては、 

 3 号議案 支部規則改訂と 6 号議案 支部役員人事で役員の兼務を多くしていること

（新規会員が少なく、会員の減少・高齢化が進み、役員のなり手が減少している為）。 

 4 号議案で理事会の回数を 6 回に減らしていること 

（令和 4 年度は臨時理事会を含め理事会を 11 回開催したが、その都度、打合せ・資

料作成・印刷をして会場代も支払っている。理事各位にはその都度文章配布の手間も

お願いしている。改善の余地はないだろうかと考えた案だが、実現するためには各部

会の行事予定や案内状配布に工夫が必要となる）。 

 5 号議案 予算案で会員減少によって収入が減額する中、支部総会費を増額したこと。 

など反対意見を懸念していたが、皆様の賛同を頂き無事 総会議案の承認を得ることが出

来ました。 

以上 
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 ― 体 育 部 春のグランドゴルフ大会 ―  

  

３８期 園芸Ｂ 吉 治 孝 和 

 

  開 催 日：令和５年６月８日（水） 

  場  所：水口町 野洲川グランドゴルフ場 

  参 加 者：１９名（４組）・・・スタート前に全員揃っての記念撮影 

  スタート：午後１時３０分 

16 ホール終了後、トイレ休憩・残り１６ホールの第２ラウンド 

 ３年に渡り新型コロナウイルスの影響で満足な活動が出来なかったこの大会も、完全

な収束とはいかなくとも５月８日に第２類相当から第５類へと移行され、今までの巣篭

り生活からアフターコロナの新しい時代の始まりを皆様と共に慶び迎えたいと思います。 

 さて今回の参加者は２４名の予定でしたが、当日５名の方が欠席となり１９名・４組で

のスタートとなりました。梅雨の真っ只中何時雨が降っても可笑しくない空模様の中、各

班夫々スタートホールをずらし出来るだけ早く終了出来る様に本来なら１６ホール終了

時ゆっくりお茶休憩を取り、残りのラウンドの予定を何とか雨の降る前に終了しようと

トイレ休憩のみでプレー続行。お陰様で皆様の精進がよろしいのか？プレー終了直後か

ら雨が降り出し、全員雨に濡れることなく無事体育行事を終える事が出来ました。 

 

 

 

 

 

 

                          ＊次回秋の大会は１１月９日（木） 

                               ご参加をお待ちしております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
スタート前の記念撮影 

主だった成績は下記の通りです。(敬称略) 

  ＜優 勝＞  鈴木 勲   ８４ 

  ＜２ 位＞  畑中 良一  ８８ 

  ＜３ 位＞  木村 榮子  ８８ 
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 ― 研 修 旅 行 部 ― 

 

４１期 園芸Ｂ 田 代 圭 介 

 

令和 5 年度事業は  

只今 明治村 を計画中！ （決定ではありません・・6 月現在） 

 

昨年度「一日研修旅行」の計画を立てましたが、結果的に諸般の事情（コロナ禍な

ど）で参加者が定員に満たず、中止せざるを得なくなりました。コロナも５類となり、

今年こそ当支部を活動的に盛り上げるため、また更に懇親を深めるため絶好の機会とな

りますので積極的な参加をお願いします。 

 

今回の旅行の方針として：傾向 

    ・遠方よりも近場で  

・あちこちの見学ではなく ・1 箇所に絞り 

・ゆっくりのんびり ・食事と会話を仲間と楽しむ 

このような旅行にしたいと考えています。 

 

場所：博物館明治村 （愛知県犬山市内山 1 番地） 

 

今後の予定（変更になる場合があります） 

・7 月 理事会にて旅行地の提示、決定 

・9 月 会員に対しての案内、募集開始 

・10 月中旬 ～ 11 月上旬 実施 
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― 甲賀・湖南支部グランドゴルフ 同好会 ― 
 

３１期 園芸Ｂ 吉 治 孝 和 

 

いつもグランドゴルフ同好会をご支援して頂き有難うございます 

当同好会の今年度の会員数は２０名で内訳は男性１５名、女性５名と以前に比べますと

会員数が減少しており、この支部だよりを見られた同窓会の皆様、グランドゴルフに興味

を持っておられなかった方も、今からでも結構です一度参加してみませんか。 

必ずや、気軽に出来るスポーツとして楽しくなる事間違いないでしょう！ 

 初心者の方にも考慮して参加点やハンデ―を設け参加者の皆さんが優勝出来る様配慮

をして四季折々の風景をバックに一喜一憂しながらメンバーと交流を図っています。 

 さて同好会では年間５回、又オープン戦を１回合計６回の大会を開催しております。 

開催は基本偶数月の第４金曜日です。当日雨天等で中止の場合は翌週の金曜日に順延。

今年度は４月２１日に第１回を開催、６月２３日には第２回大会の予定をしております。 

   ここに今後の開催予定日を記載します。 

      第３回    ８月２５日（金） 杣川 GG 

      第４回   １０月２７日（金） 杣川 GG 

      第５回   １１月２４日（金） 杣川 GG 

      オープン戦  ３月２２日（金） 野洲川 GG 

 （集合１３時１５分・プレー開始１３時３０分  クラブ等必要な方は無料で準備） 

      年会費  ５００円 

      申込先  吉治 孝和 

           甲賀市甲賀町拝坂８３３－３３ 

      携 帯  ０９０－３１６９－８６３３ 
      

”多くのご参加  お待ちしております ” 
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— 里 山 ハ イ キ ン グ  同 好 会 — 

  

会長  31 期 地域文化 髙 山 雅 史 

 

令和５年４月の花見ハイキングが雨天中止となったので以前実施した一部を紹介します。過

去９年の間に２０回近くのハイキング行ってきましたが、その中で好評だったものをご紹介し

ます。 

近場のウオーキングは誰でもできますが、少し遠出して自分で計画するとなると気力も必要で

す。県内のめぼしいところはほとんど歩いたので、現在県外はもちろん、名所旧跡などを巡る街

歩き的ハイキングを探しています。それでも自然を取り入れたハイキングの醍醐味は重要ですの

で高齢者の足の具合も考慮して計画しています。 

興味をお持ちの方は、ぜひ入会していただき一緒にハイキングを楽しみましょう。 

春の花見で京都地下鉄蹴上から銀閣寺まで歩きました。蹴上のインクラインの桜を楽しみ、

南禅寺から哲学の道を通り銀閣寺へ向かいました。 

どちらの場所も美しいピンクの花が見事でした。 

 

【流鏑馬ハイキング】 

甲南の擽野寺と油日神社を巡り、椿神社での流鏑馬を楽しみました。馬に乗った射手が狩装束

で馬を疾走させ、合歓木で作った割板の的に矢を的確にいる勇壮な光景を見ることが出来ました。 

 

 

 

 

 

 

 

【高旗山と御斉（おとぎ）峠展望台ハイキング】 

 高旗山は南登山口から登ることにしました。山頂部は樹木が切り払われ、開放的な空間とな

っており、そこからの展望は素晴らしいものでした。また、伊賀盆地絶景展望台からは、伊賀盆

地や遠くの鈴鹿山脈・青山高原を一望できるパノラマ風景広がっていました。 

 

 

 

 

 

 

インクライン 銀閣寺の疎水 蹴上疎水公園 

擽野寺 油日神社 椿神社の流鏑馬 

高旗山 高旗山 伊賀盆地絶景展望台 
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― 青春１８きっぷの旅 同好会 ― 
 

青 春 １ ８ き っ ぷ の 旅 同 好 会 

代表幹事 ３４期 園芸 浦 田 好 造 

 

新型コロナウイルス対応の為、中止の連続でしたが、令和５年３月１１日に、第１回 

の例会を参加者９名で実施できました。行先は名古屋の「豊田産業技術記念館」、「徳川 

美術館」で、研修を兼ねた懇親活動となりました。 

本同好会は、「青春１８きっぷの旅同好会」の名前の通り、ＪＲの普通車主体の旅です 

ので、貴生川―柘植―亀山―名古屋―米原―草津―貴生川のルートを利用しましたが、 

普段利用する機会が少ない２両編成の関西本線のディーゼル車乗車も体験しました。 

名古屋市内の移動は、「メーグルバス」という、１日５００円で乗り放題の観光バスを 

利用しましたが、「メーグルバス」乗車券購入に伴い、「豊田産業技術記念館」、「徳川 

美術館」の入場料も割引になりました。 

「豊田産業技術記念館」は、広大な豊田紡織株式会社本社工場跡地に設立され、近代 

日本の基幹産業のひとつである繊維機械と、現代を開拓し続けている自動車技術の変遷 

を紹介。「研究と創造の精神」と「モノづくり」の大切さを本物の機械の動態展示と多 

彩な実演を通じて伝えています。 

今回綿花から布作りまでの一連の工程を実演してもらい、非常に勉強になりました。 

約２時間のあわただしい見学でしたが、興味のある方には１日がかりの見学が必要です。 

「徳川美術館」は、国宝９件、重要文化財５９件、重要美術品４６件を含む、尾張徳 

川家が家宝として保存してきた甲冑、武具、刀剣、書画、染織品、漆工品、茶道具、掛 

軸、文房具、香木等を保存・展示しています。 

 

今回は、訪問場所と乗物の時刻表の関係上、７時５５分に貴生川駅集合、解散が１９ 

時２９分という、高齢者には少々きついスケジュールになり、次回からの改善を要望さ 

れましたので、検討していきたいと思います。 

 

次回は１２月の開催を予定しています（熱中症防止の為、夏季の開催は見送り）。 

新規の入会をお待ちしています。 連絡先のメール：02urata09@gmail.com 
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― 令和 5年度 県 定 期 総 会 報 告 ― 
 

３９期 陶芸 渡 辺 新 治 

  

レイカディア大学同窓会の本部総会が、令和５年５月１７日（水）に県立長寿社会福祉

センターの大教室で開催されました。出席者は 92 名で甲賀湖南支部からは村上支部長、

市木副支部長、渡辺の 3 名が出席しました。 

冒頭、令和４年度に逝去された方の物故者黙祷があり、続いてレイカディア讃歌を斉唱

しました。 

堀江会長の挨拶の後、来賓の健康福祉部の飯田課長より三日月大造知事のメッセージ

の代読、レイカディア大学副学長でもある滋賀県社会福祉協議会の谷口副会長より祝辞

を頂きました。 

続いて長寿者慶祝が行われました。対象は白寿 1 名、米寿２５名の方々で、甲賀湖南支

部では白川一枝様と大西幸様が慶祝対象者でした。代表して山本和男様と森下伊津子様

が祝辞と記念品を受けられました。 

第一部の総会に入り、事務局一任を受けて議長に河村良一氏を指名し、議長挨拶の後議

事進行されました。第１号議案から第 5 号議案までの審議が行われ、いずれも原案通り、

賛成多数で採択されました。最後に常任理事・理事名簿の報告があり、第一部の総会が終

了しました。 

休憩の後、第二部として記念講演が行われました。 

富士通 Japan 株式会社 鈴木 早智子様を講師として 

「シニア世代と未来社会 Society 5.0〜デジタル化で日本社会はこう変わる〜」 

と題して講演して頂きました。 

 

＊総会の詳細についてはレイカディア大学同窓会の HP（https://lacadosokai.com/） 

の本部総会記録に掲載されています。 
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― 平和堂４５期学生募集案内配布活動 ― 
  

３７期 地文 村 上 多 津 美 

 

本年も平和堂石部店・アルプラザ水口でのレイカディア大学学生募集案内配布活動を致

しました。この活動は母校の継続・発展を目的に同窓会会員で「平和堂」出身の方を介し

て、平和堂各店舗で継続的に行っている「学生募集パンフレット」の配布活動です。サポ

ートの会の応援を受け各同窓会支部で実施しています。 

 

令和 5 年 甲賀湖南支部 

「平和堂レイカディア大学４５期学生募集案内配布活動」報告 

平和堂石部店 令和 5 年 6 月 4 日（日）10 時集合 10:30～11:45 配布活動 

       参加者：木村榮子・高山雅史・村上多津美 以上、3 名 

       サポートの会：41 期園芸 B 吾郷正之氏・42 期地域文化 奥村良雄氏 

 

 

 

 

 

 

 

 

アルプラザ水口 令和 5 年 6 月 16 日（金）10 時集合 10:30～11:45 配布活動 

        参加者：森田春治・渡辺新治・田代圭介・市井眞一・家城美幸 

            本田秀信・村上多津美 以上、7 名 

        サポートの会 吾郷クラブ代表・金守副 PJL 

  

 

 

       

昨年夏の平和堂

甲西中央店の閉店

により石部店の来客

が増えており、予定

以上の 150 部の配

布ができ、レイカディ

ア大学の知名度アッ

プに貢献しました。 

 昨年は猛暑のなか午後からの配布活動でお客様の殆ど通らない状態であったことを反

省点として、午前中の配布活動とし、人海戦術で 4 ヶ所の出入口に別れて配布しました。 
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✡✡✡ 編 集 後 記 ✡✡✡ 
 

『支部だより第３５号』も無事発行する事が出来ました。会員の皆様には色々と原稿

のご提供でご面倒お掛け致しました事お礼申し上げます。 

さて、文化広報部を担当して一年が過ぎ会報の作成にも少しずつ要領を得て効率よく

発行が出来た様に思います。ただ今回作成して感じました事は、毎号共に前回を踏襲し

てワンパターン化していることです。 

そこで、次回から新たに「読者のコーナー欄」を設けご意見、ご提案などとともに川

柳や頭の体操（仮称）、などの投稿をいただき会員相互の交流の場としても「興味ある

紙面の充実」を図りたく思います。どうかどしどし奮って投稿ご参加いただきますよう

宜しくお願い致します。 

文化広報部 一同より 

 

◇ 川 柳 コ ー ナ ー◇ 

二次会は あの世でやるか 同窓会 

マドンナも 座るときには どっこいしょ 

病院の 待合室は 同窓会 
              ※同窓会 週刊現代「週現川柳」より 

◇ 頭の体操コーナー◇ 

１．散歩（ウォーキング）をする。 
       歩くと脳への血流が増える。 

２．新聞を読む。 
       喉、頬、顎、の筋肉を使うことにより、脳への刺激を与える 

３．料理を作る（創造的・創造力・独創的などの発想を養う） 
       運動神経、記憶力など 様々な脳が使用される 

※「同窓会：ボケないための提案七ヶ条」より 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【投稿掲載：例】(仮称)「読者のコーナー 
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